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１．はじめに 

現在，都市エリア産学官連携促進事業（大阪／和泉地域）の一つのテーマである新しい時間分解分

光計測システムの事業化を目指したシステム開発に関して，ベンチャービジネスラボラトリーにおけ

るこれまでの活動を通した情報交換の成果より，装置開発サイドにユーザーサイドが加わり事業推進

の連携を始めている．この都市エリア産学官連携促進事業（大阪／和泉地域）は，文部科学省と大阪

府の補助により，（財）大阪科学技術センターを中核機関として，ナノ構造光素子の開発とそれを利

用した超高速光計測技術の開発を目指した事業が多くの大学，企業，研究機関との連携によって進め

られている．本報告では，この新しいベンチャービジネスラボラトリーにおける連携の一端を紹介す

る． 

 

２．超高速光スペクトログラムスコープ 

本研究の目的は，単発の超高速現象によって変調を受けた光パルスの過渡的な周波数分布の様子

が観測できる装置（超高速光スペクトログラムスコープ）を開発することである．超高速光スペクト

ログラムスコープのシステムでは，超高速光通信における光パルス信号の単発計測やナノテクノロジ

ーで重要となる物性の超高速過渡現

象の計測を可能にする．また，微細な

周期構造を持つ光素子を利用して高

いシステムの光利用効率を実現する

ことにより，単発現象だけでなく微弱

光計測への適用が可能である． 
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     （a）システムの概観      （b）スペクトログムの計測結

果例 
図２ 通信帯の超高速光スペクトログラムスコープのプロトタイプシステム

図１に超高速光スペクトログラム

スコープの原理図を示す．回

折格子によりスペクトル分

解を行い，２次元空間フィル

タによりスペクトル軸の軸

変換を行う．その結果，出力

面では，スペクトル情報が垂

直方向の分布し，水平方向に

は時間情報が分布する．この

スペクトル・時間並列展開機

能を超短光パルスの計測に

応用することにより，周波数

分布の時間的な変化である光スペクトログラムを空間的な干渉縞として計測することができる．既知

の超短光パルスの振幅と位相を基準にすることにより，信号超短光パルスの振幅と位相を求めること

ができる．機械的な走査が全く必要がないために原理的にシングルショットでの計測が可能である． 
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図１ 超高速光スペクトログラムスコープの原理図 

これまでに試作した通信帯のプロトタイプの概観と試用実験の実験結果例を図２(a)と(b)に示して
いる．試用実験として，シングルモードの光ファイバ内をサブピコ秒の超短光パルスが伝播するとき



の分散と非線形効果の様子を計測した．図２（b）からシングルモードファイバ内で波長ごとに伝搬
速度が異なることにより生じるチャープの様子が観測できる． 

 

３．大阪大学ベンチャービジネスラボラトリーでの活動 

今年度を中心に大阪大学ベンチャービジネスラボラトリーでの連携を通して，実用化に向けたデモ

ンストレーションを目的とした種々の対象についての計測データの集積を行っている．過渡的な周波

数分布の計測の重要な応用分野として，物理・化学反応における超高速光ダイナミクスの計測がある．

ポンプ－プローブ法で得られた

超高速プローブ信号を光スペク

トログラムスコープに入力する

ことにより出力された光スペク

トログラムの結果を示す．試料

にはシアニン系の色素（IR-140）
を用いており，過飽和吸収の様

子がシングルショットで得られ

ているのが分かる． 
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図４ 超高速光スペクトログラムスコープによる 

      過渡吸収スペクトル計測結果（試料：IR-140） 
 

４．まとめ 

都市エリア産学官連携促進事

業（大阪／和泉地域）の一つのテーマである新しい時間分解分光計測システムの事業化を目指したシ

ステム開発に関する新しいベンチャービジネスラボラトリーにおける連携の一端を紹介した． 
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